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要点 

テラドローンのウクライナ案件は一社・一機種ではなく、少なくとも公開資料上
は二社・二機種の組み合わせになっています。3 月 31 日に公表された近距離迎撃
機 Terra  A1 の相手先は Amazing Drones [1] で、4 月 28 日に公表された固定翼の長
距離迎撃機 Terra  A2 の相手先は WinnyLab です。[2] 

テラドローンが進めているのは単一機の輸入や単発の投資ではなく、近距離即応
の A1 と、広域・長時間警戒の A2 を組み合わせた“多層防衛ポートフォリオ”の構
築です。A1 については 4 月 17 日に実運用開始、4 月 28 日に迎撃成功の公表まで
進みました。一方 A2 は 4 月 28 日に公表された新投入の長距離レイヤーで、公開
情報では「実戦環境を前提にした固定翼迎撃機」として位置付けられています。
ただし、一般に流布している「完全自律 AIで全自動迎撃」「日本導入が目前」と
いう見方は先走りで、公開情報では自律化は重要テーマだが開発途上であり、日
本導入も制度面・調達面のハードルが残るというのが実態です。[3] 

誤解されやすいポイント 

公開資料を並べると、Terra A1 は 3 月 31 日にテラドローンが Amazing Drones へ
の戦略的出資と同時に発売した迎撃ドローンで、最大速度約 300km/h、カバー範
囲 32km、飛行時間 15 分の短距離向け機です。これに対し、4 月 28 日に
WinnyLab への出資第二弾と同時に発表された Terra A2 は、最大 312km/h、航続
40 分超、カバー範囲 75km の固定翼型で、A1 の後継機というより、役割の違う別
レイヤーとして構想されています。[4] 

WinnyLab 自体も、公開報道ベースではまだ情報が少ない会社です。Terra Drone

の公式説明では「固定翼無人システムと実用的な自律ソリューションに強みを持
つウクライナの防衛テック企業」とされますが、ウクライナ[5]メディアの報道で
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は、WinnyLab の法人登録は 2026 年 2 月で、公に確認できる企業情報はまだ限定
的です。この点は、Amazing Drones よりも WinnyLab の透明性が低い、という意
味で投資家・政策側ともに注意して見るべき点です。[6] 

進展の流れ 

テラドローンは 3 月 23 日に防衛装備品市場への本格参入を表明し、2026 年度内
に米子会社 Terra  Defens e[7] を設立して、防衛アセットの輸出入・技術連携・ロ
ジスティクスを担う構想を打ち出しました。対象市場としては、日本[8]、ウクラ
イナ、欧州同盟国、米国、アジア諸国が挙げられており、単なるウクライナ投資
ではなく、戦場で磨いた技術を世界市場へ持っていく事業化計画の一部として位
置付けられています。[9] 

その最初の具体案件が 3 月 31 日の Amazing Drones 案件でした。テラドローンは
この時点で、A1 を「低コスト・大量生産性・即応性」を持つ迎撃ドローンとして
発売し、将来的に月産 1,000 機規模まで拡大する計画を示しています。ロイター
の 4 月 8 日インタビューでは、A1 の価格は 1 機約 40 万円、問い合わせは中東や
欧州から来ているとされ、テラドローンはこの段階で A1 をグローバル輸出商品と
して見始めていました。[10] 

4 月 8 日時点のロイター取材では、A1 はまだ「battle tested」ではなく、近くウク
ライナ軍で試験に入る見込みだと徳重社長が説明していました。同日、ロシア[11]

外務省は、日本企業のウクライナ迎撃ドローン投資を理由に在ロシア日本大使を
呼び抗議しています。つまり、A1 案件はわずか 1 週間余りの間に、国際的な引き
合いと外交摩擦の双方を生むテーマになっていました。[12] 

その後、4 月 17 日にテラドローンは A1 のウクライナでの実運用開始を公表しま
した。そこでは、特定地域では月間約 5,000 機のドローンが飛来していること、
まずは一部隊に投入して評価・フィードバックを回し、結果次第で配備を広げる
というウクライナ型の短サイクル実装モデルに A1 を乗せていくことが説明されて
います。[13] 
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4 月 28 日は二つの発表が重なった日です。テラドローンは A1 について、長距離
無人機脅威への迎撃成功を映像付きで公表し、あわせて WinnyLab への戦略的出資
第二弾と Terra A2 の投入を発表しました。5 月 1 日の記者発表会報告では、この
一連の進展を通じて「Terra A1 の迎撃成功」と「Terra A2 の開発・提供開始」を束
ね、コンバット・プルーブン × 低コスト × 自律化を競争優位の三要素として掲げ
ています。[14] 

Terra A1 と Terra A2 の役割分担 

Terra A1 は、現在の公式製品ページでは高機動・短距離・即応の迎撃機として整理
されています。VTOL方式で大型の射出装置を不要とし、10 秒で 200km/h まで加
速、最高速度 302km/h、最大範囲 32km、飛行時間 15 分という仕様です。3 月 31

日の公式発表では、電動推進による低騒音・低熱源も強調されており、拠点防護
や最終迎撃の“ラストレイヤー”に向いた設計だと読めます。[15] 

Terra A2 は、その外側を担当する広域監視・早期発見・長距離迎撃のレイヤーです
。公式リリースでは、通信妨害や GPS 遮断下でも使える電動固定翼迎撃機として
、最高 312km/h、広域カバー75km、飛行時間 40 分超、レーダーシステムとの連
携を前提としたソリューションと説明されています。現在の Terra Defense 製品ペ
ージでも、A2 は「Long-Range Interception」「Proven in Real Combat」と表記さ
れ、固定翼モジュール設計による量産性と整備性が訴求されています。[16] 

数値を単純比較すると、A2 は A1 に対して航続距離で約 2.34 倍、飛行時間で約
2.67 倍の余裕を持ちます。ただし、これは単純な優劣ではなく、A1 が「最終防衛
」の即応機、A2 が「前段防衛」の広域機という役割差で理解した方が正確です。
テラドローン自身も 4 月 28 日の発表で、A2 を広域監視・長距離迎撃、A1 を高速
発進・近距離対応・拠点防護として明確に分けています。[17] 

AIや自律化については、一般報道でやや話が先走っています。たしかにテラドロ
ーンは A1 発表時から「AI技術」を基盤に置く姿勢を打ち出し、5 月 1 日の発表で
も「自律化」を競争優位の柱に挙げました。しかし 4 月 28 日のロイター取材では
、徳重社長は“combat-proven・low-cos t・autonomous”の三要素を早く揃えるこ
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とが重要で、未実現の自律機能の開発を急ぐと説明しています。ロイターの別報
道でも、ウクライナの低コスト迎撃網は依然として熟練オペレーターへの依存が
大きく、遠隔操作や自動誘導は進んでいても、完全無人の自律迎撃が全面実装さ
れたとは読めません。現時点での正確な表現は、「自律化を強く目指しているが
、公開情報からは人間のオペレーターがまだ重要」です。[18] 

コストと戦場での意味 

この案件が注目される最大の理由は、性能以上に防空の経済性です。ロイターに
よれば、A1 の価格は約 2,526 ドルで、Patriot 迎撃ミサイルは 1 発約 400 万ドル、
Shahed 系ドローンは 2 万〜5 万ドル、CSIS 推計では約 3.5 万ドルです。単純計算
では、A1 は Patriot の約 1/1,584 の価格で、3.5 万ドルの Shahed 想定コストの約
7.2%にすぎません。テラドローンが A1 を「高価なミサイルを置き換える新しい
防衛手段」と強調するのは、この価格差に根拠があります。[19] 

しかも、この価格論は理論だけではありません。ロイターの 4 月 29 日報道では、
ロシアが前月に約 6,500 機の長距離ドローンを発射し、そのうち 1,000 機超が突
破したとされ、ウクライナ空軍データを基にした迎撃率は 2 月の 85%強から 4 月
には 90%へ改善したとされています。ただし、ロイター自身がこのデータの独立
検証はできていないとも明記しています。別のロイター報道では、迎撃ドローン
が現在、Shahed 型など長距離攻撃 UAVの約 40%を撃墜しているとされ、AP 通信
もウクライナ国防相の発表として、2026 年 3 月に 3 万 3,000 機超のロシア製ドロ
ーンを撃墜したと報じています。つまり、個別機の宣伝以前に、迎撃ドローンと
いうカテゴリ全体がウクライナ防空の主要レイヤーになりつつあるのです。[20] 

この流れの中で、民間企業が防空を担う仕組みも広がっています。ロイターによ
れば、ウクライナでは工場や重要施設を守るための私設防空企業を認可する試行
制度が進み、すでに 20 社が登録、うち 2 社が運用を開始しています。これらは防
衛省認可のもと空軍の指揮統制系統に組み込まれ、迎撃ドローンや自動銃塔をレ
イヤーとして組み合わせています。別企業の訓練担当者は、未経験者でも迎撃ド
ローン操縦者に育てるのに約 3 週間としており、高価なミサイルと違って、人材
・拠点・機数の分散がしやすい点も普及を後押ししています。[21] 

https://terra-drone.net/25883
https://www.reuters.com/world/middle-east/gulf-states-eye-cheap-ukrainian-interceptor-drone-iranian-attacks-drain-missile-2026-04-08/
https://www.reuters.com/business/aerospace-defense/inside-ukraines-drive-defeat-dreaded-shahed-drone-2026-04-29/
https://www.reuters.com/business/aerospace-defense/private-air-defence-takes-off-ukraine-2026-04-29/


さらに重要なのは、これは空中迎撃だけの話ではないことです。ロイターは 4 月
15 日、ウクライナが空中ドローンと地上ロボットを歩兵と統合する「新しい戦い
方」を導入中だと報じました。ユーザーが挙げた「ロボット兵器が戦況を変えて
いる」という観察は大筋で的を射ており、Terra A1/A2 もその大きな文脈、すなわ
ち安価・大量・短周期改良の無人兵器エコシステムの一部として理解するのが適
切です。[22] 

日本導入の現実性 

日本導入の可能性は、戦略的には十分あり得るが、制度的にはまだ途中段階です
。まず需要側を見ると、防衛省[23]の 2026 年度予算資料は、無人アセットによる
多層的沿岸防衛体制 SHIELD の構築を重点分野に位置付け、2026 年度に 1,001 億
円を計上し、2027 年度中の SHIELD 構築を掲げています。そこではレーダーサイ
ト防衛用 UAVなども明記されており、低コストの無人迎撃手段を組み込む政策空
間そのものは拡大中です。[24] 

供給側では、テラドローン自身が日本を有望市場に挙げています。ロイターの 4

月 8 日インタビューで徳重社長は、日本も輸出先候補だと述べ、獲得技術を使っ
て日本で「国産化」することも視野に入れると語っています。これは、単純にウ
クライナ製を日本へ持ち込むというより、ウクライナの戦場知見と日本の量産・
品質管理を組み合わせた国内化を見ていることを意味します。[25] 

ただし、直ちに日本へ逆輸入できるわけではありません。3 月 31 日のロイター報
道は、ウクライナは日本と防衛装備移転のための協定を結んでいないと明記して
います。さらに 4 月 21 日、日本政府は「防衛装備移転三原則」と運用指針を改正
しましたが、4 月 30 日のロイター取材では、日本政府はなお「現時点で武器移転
を行う意図はない」と説明しており、ウクライナが日本と本格的な装備移転を進
めるには別途の防衛装備・技術移転協定が必要だとされています。つまり、政策
の窓は開きつつあるが、調達決定・法的枠組み・二国間協定はまだ揃っていない
というのが現状です。[26] 
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加えて、サプライチェーンの現実問題もあります。同じ 4 月 8 日のロイター取材
で徳重社長は、中国製部材をどう排除するかが課題で、とくに電池の内製化は容
易でないと述べ、日本の電波利用規制も機敏な技術開発の制約になり得ると指摘
しました。したがって、日本導入のボトルネックは「意志の有無」だけでなく、
部材国産化・規制適合・運用コンセプトの整備にあります。[25] 

総合評価 

テラドローン案件の本質は、単に「日本企業がウクライナ製迎撃ドローンに乗っ
た」という話ではありません。実態は、ウクライナの戦場で回る短い改良サイク
ル、テラドローンの資本・量産・海外販売力、そして A1 と A2 を組み合わせた多
層防衛の製品設計を結び付ける試みです。その意味で、同社の狙いは一機種の勝
負ではなく、迎撃ドローン群を基軸とする新しい防空インフラの事業化にありま
す。[27] 

現時点で最も進んでいるのは A1 です。A1 は実運用開始と迎撃成功の公表まで進
み、コスト面でも市場性が見えています。A2 はそれを外側から支える長距離レイ
ヤーとして構想され、会社の製品ページでは「Proven in Real Combat」とまで打
ち出されていますが、公開情報で映像付き・事例付きに最も明示的に戦果が示さ
れたのは A1 の方です。したがって、A2 を過度に成熟済みとみなすより、A1 が先
行実証、A2 がその上位レイヤーとして立ち上がりつつあると見るのが堅実です。
[28] 

結論として、ユーザーが提示した問題意識――「安価な迎撃ドローンが高価なミ
サイルを補完・代替し、ウクライナで進化した技術が日本の多層防衛に影響を与
える」という大枠――は妥当です。テラドローンの取り組みは誇張ではなく、む
しろかなり現実的で、かつ今後の日本の無人防空議論に影響し得る動きだと評価
できます。[29] 

関連する最近の報道も確認できます。 navlis t 最近の関連報道
turn20news37,turn3news43,turn6news20,turn6news19,turn3news30  
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